
か
る
た
め
、
昭
和
四
十
一
年
開
設
さ
れ
一
す
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
す
。
是
非
ホ
一
不
快
指
数
が
八
十
に
達
し
た
と
一

O
七
O
以

下

で

は

、

快

適

一

不

快

う

に

指

導

し

て

あ

げ

て

く

だ

さ

い

。

現
在
は
市
消
紡
署
白
露
で
、
一
毎
週
火
一

1
ム
を
晶
利
用
し
て
-
く
だ
さ
い
。
一
き
発
令
し
ま
す
。
一

O

七
σ
1七
五
で
は
、
一

O
人
中
二

O

八
0
1八
五
で
は
、
全
部
の
人
が
一
そ
し
て
、
も
豆
間
近
に
迫
っ
て
い
る
こ

曜
日
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
専
門
医
一

O
若

返

し

な

い

肢

体

不

自

由

児

一

@

実

施

方

法

一

人

は

不

快

一

定

一

議

へ

の

体

の

調

整

、

精

神

的

な

安

定

師
、
看
護
婦
、
指
導
員
が
歩
行
訓
練
用
一
で
保
護
者
と
と
も
に
参
加
で
き
る
一
警
察
本
部
で
は
、
毎
日
九
時
、
十
一

O

七
五
1
八
O
で
は
、
半
数
の
人
が
一

O

八
五
以
上
で
は
耐
え
が
た
い
不
快
一
と
い
う
乙
と
に
重
点
争
お
い
て
、
ゆ
っ

平
型
椅
子
、
歩
行
練
習
寧
等
た
く
さ
ん
一
氾
童
e

一
一
一
時
、
十
五
時
、
十
八
時
の
四
回
、
一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
l
-
-
i
1
Zり
と
し
た
気
持
で
新
学
期
を
迎
え
ら

の
機
能
訓
練
器
具
房
用
意
し
、
す
べ
て
一

O
学

令

に

達

し

て

い

る

が

障

害

等

の

一

松

山

地

方

気

象

台

に

不

快

指

数

を

照

一

一

れ

る

よ

う

に

心

を

く

ば

っ

て

や

り

ま

し

無

諮

問

時

間

誌

け

い

は

一

目

す

れ

郡

日

時

打

開

二

計

十

時

短

rHt一
国

鉄

に

新

鋭

機

登

場

一

討

さ

ん

の

一

健

康

語

、

と

く

に

訓

練

器

具

や

訓

練

方

法

が

わ

か

ら

な

い

一

で

き

る

児

童

一

各

報

道

機

関

や

各

警

察

署

へ

通

報

し

一

一

体

重

、

食

欲

、

顔

色

な

ど

を

よ

〈

観

察

大
洲
市
の
国
民
宿
舎
「
臥
喜
は
一
目
の
利
用
者
と
な
り
、
村
上
夏
が
花
一
鉄
筋
コ
ン
ク
D
l
ト
一
一
一
建
て
冷
喜
一
た
め
次
第
に
悪
宿
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
一

0
そ

の

他

と

く

に

属

童

書

望

一

ま

す

。

一

団

体

・

グ

ル

ー

プ

旅

行

の

予

約

に

一

川

向

日

目

何

百

一

一

時

的

八
月
一
日
開
館
三
周
年
を
迎
え
ま
し
た
一
束
を
贈
っ
て
、
舗
の
意
裏
お
し
ま
一
っ
き
、
定
員
は
百
十
名
、
客
室
二
十
、
一
す
か
ら
、
次
の
よ
っ
な
子
供
さ
ん
を
持
一
必
要
と
す
る
児
童
で
、
皇
者
と
一
答
察
署
で
は
、
蓄
や
派
出
所
、
一
一
か
し
か
っ
た
ら
、
い
ま
の
う
ち
に
医
者

午
後
五
時
す
ぎ
、
高
松
市
議
町
か
ら
し
た
。
「
臥
完
」
詰
富
士
年
一
大
広
間
一
、
食
堂
一
、
浴
室
二
、
か
ら
す
れ
る
吉
、
早
期
に
根
気
強
く
訓
練
一
と
も
に
参
加
で
き
る
児
童
。
一
駐
在
所
の
掲
示
板
に
「
交
通
事
故
警
一
い
ま
ま
で
団
事
グ
ル
ー
プ
旅
行
の
一
い
る
の
で
、
指
定
席
利
用
の
団
体
控
ハ
豆
て
も
ら
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

訪
れ
た
季
郁
子
さ
ん
の
長
男
重
大
ち
一
八
月
百
市
内
柏
木
の
現
在
地
に
建
て
一
な
っ
て
お
り
、
臥
覇
在
宅
り
な
一

!

l

一
報
発
事
」
ま
た
は
「
交
通
事
故
注
一
言
は
、
列
車
ご
と
に
台
帳
産
り
、
一
ヵ
月
ま
え
、
グ
ル
ー
プ
旅
行
は
二
カ
月
一
と
〈
に
休
み
中
、
毎
日
プ
I
ル
や
水

ゃ
ん
(
五
つ
)
が
ち
ょ
う
ど
五
十
万
人
ら
れ
た
も
の
で
、
工
費
六
千
者
高
一
ど
、
番
大
洲
の
す
ば
ら
し
単
色
が
一
乏

A{』、
雨

一

事

文

汚

'K
一
塁
令
中
」
富
一
室
行
な
い
ま
一
人
の
手
に
よ
っ
て
受
け
つ
け
て
い
を
す
え
自
発
の
十
四
日
ま
え
ま
で
、
一
撃
で
い
つ
の
間
に
か
限
、
耳
、
雪

I
l
l
i
-
-
d
f
i
b
r
i
l
-
-
i
;

一
み
え
る
こ
と
か
ら
、
品
い
見
物
客
や
一

E
U
J夕、
λ

司
J
B
H

一
す
一
た
。
乙
の
よ
っ
な
方
法
で
は
、
お
申
し
自
由
席
団
体
は
、
列
車
の
出
発
ま
え
ま
一
わ
る
く
し
て
い
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
か

園

輔

聞

朝

調

機

際

機

騒

懸

機

織

一

市

民

か

ら

も

親

し

ま

れ

、

君

、

休

憩

一

ご

;

:

一

不

快

指

数

一

込

み

を

受

け

て

か

ら

引

き

受

け

が

決

ま

一

で

に

予

約

の

申

し

込

み

が

で

き

ま

す

。

一

ら

気

を

つ

け

ま

し

ょ

う

。

耳

や

鼻

の

治

翻
輔
舗
闘
騒
務
機
闘
機
融
機
織
幽
ト
一
、
食
堂
、
浴
場
な
ど
の
利
用
者
は
約
十
交
連
事
故
警
報
(
注
意
報
}
制
度
の
実
施
一
不
快
指
数
と
は
、
気
温
、
湿
度
、
風
一
る
ま
で
ま
た
、
お
申
し
込
み
後
の
変
更
一
そ
の
う
え
五
カ
月
ま
え
に
は
、
全
部
の
一
療
は
長
び
き
ま
す
の
で
、
勉
強
に
も
影

醐

輔

鱗

機

繍

機

織

線

機

鰍

潮

騒

騒

翻

織

機

難

二

一

一

速

、

日

射

な

ど

い

く

つ

か

の

気

象

要

素

一

の

場

合

な

ど

に

か

な

り

の

回

数

が

か

か

一

列

車

の

状

況

が

わ

か

あ

の

で

、

お

申

し

一

響

し

ま

す

。

騒
麟
麟
議
議
鴇
議
時
晴
こ
由
民
M
r
A
M軒
目

刊

訂

一

不

快

指

数

の

高

い

日

に

は

注

意

一

通

み

合

わ

せ

て

、

人

俸

の

;

一

り

、

お

客

室

長

癒

を

か

け

て

い

一

i時

三

宅

自

立

自

の

点

検

は

る

っ

す

み

E

輔

鶴

圏

期

総

麟

綴

緩

綴

鰍

藤

議

欄

ん

半

一

一

不

快

の

程

度

を

数

字

で

表

わ

し

Eの
一
ま
し
た
。
震
で
は
、
乙
の
よ
喜
不
一
が
で
き
、
お
客
さ
ま
に
安
心
し
て
、
旅
一
か
。
ノ
i
ト
、
皇
、
ク
レ
ヨ
ン
、
習

額

調

酎

醗

臨

隣

繍

麟

瞬

麟

笠

間

関

戸

、

宿

泊

、

告

全

一

例

年

、

夏

に

な

る

豪

華

放

が

多

一

警

な

い

よ

っ

、

じ

ゅ

う

ぶ

ん

王

で

す

。

一

便

を

な

く

す

る

た

め

去

る

六

月

十

百

一

皇

備

を

し

て

い

た

存

る

乙

と

に

な

一

円

切

司

法

紅

白

同

時

醸
機
闇
調
機
繍
端
機
麟
瀦
繍
網
棚
夫
二
員
に
、
高
い
と
、
川
下
り
の
模
様
を
一
〈
な
り
ま
す

o
Z富
は
、
飲
酒
運
一
て
く
だ
さ
い
。
一
具
体
的
に
は
、
乾
球
温
度
計
と
湿
球
一
宮
、
新
し
い
電
子
計
義
「
マ
ル
ス
一
り
ま
し
た
。
乙
の
ほ
か
、
需
は
一
マ
一
護
日
の
朝
に
な
っ
て
と
れ
て
い
る
の

翻
瀦
閥
際
機
議
機
機
融
機
騒
騒
達
二
入
れ
た
、
タ
オ
ル
や
鵜
護
ど
っ
た
灰
一
転
や
量
り
運
転
、
暴
走
運
転
落
」
の
一
白
注
意
報
長
語
界
一
温
度
計
の
気
(
摂
氏
)
蓄
え
て
、

o一一一
O
一
」
を
使
い
、
十
一
月
十
一
日
以
一
所
に
ま
と
め
る
よ
足
し
て
い
ま
す
一
に
気
が
つ
い
て
も
簡
単
に
は
直
せ
ま
せ

麟

歯

闘

騒

乏

守

組

理

議

機

る

こ

す

一

フ

春

、

利

害

虫

色

一

ほ

か

、

運

転

者

主

主

の

不

注

意

が

一

O

交

通

事

故

草

思

報

一

、

主

義

じ

、

四
O
、
六
高
え
た
一
後
に
出
発
す
る
団
体
や
グ
ル
ー
プ
の
お
一
「
す
ぐ
引
き
受
け
が
で
き
る
こ
ま
一
ん
。
全
部
ち
出
し
て
調
べ
て
み
ま
し

勝
機
闘
圃
開
勝
準
装
麓
機
騒
け
二
ま
し
た
。
十
月
に
は
三
日
間
て
い
ど
全
一
多
く
な
る
か
告
す
。
一
不
快
指
数
が
七
十
五
に
達
し
た
一
数
字
を
不
快
指
数
と
い
い
一
九
五
九
年
一
客
え
の
予
約
を
受
付
け
て
い
ま
す
一
と
ま
っ
た
座
席
が
と
れ
る
」
マ
ル
ス
二
一
ょ
う
。

麟

盛

田

一

ペ

ヒ

秀

一

三

丸

謙

二

館

を

、

無

料

開

放

す

る

計

画

も

雪

て

一

と

く

に

、

高

温

善

幸

数

の

と

き

発

令

し

ま

す

。

一

か

ら

ア

メ

y
カ
で
使
用
さ
れ
は
じ
め
た
一
乙
の
電
子
計
算
機
マ
ル
ス
ニ
O
一は一

o一
の
使
用
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
希
望
一
菜
、
長
い

2
3
3

鞠

幽

園

二

主

藤

鱗

鱗

麗

束

い

ま

す

。

一

葛

い

日

に

は

、

不

快

度

が

高

ま

り

、

注

一

O

爽

導

者

一

も

の

で

す

。

一

六

カ

月

号

車

座

席

を

記

憶

し

て

に

そ

っ

た

楽

し

い

葬

が

で

き

る

よ

っ

一

変

喜

や

持

ち

物

な

G
注
意
し

鞠

鱗

園

開

〉

総

畿

畿

勢

ゲ

竺

!

一

意

力

者

と

な

り

が

ち

な

の

で

、

交

一

l

i

-

-

1

1

1

1

1

1

1

1

l

一
に
な
り
ま
し
た
。
皇
、
〈
わ
し
い
こ
一
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

鱒
離
圃

E院
議

離

婆

覆

轍

羽

二

一

通

事

故

の

発

筆

書

く

な

っ

て

い

ま

一

一

笹

山

号

室

一

課

開

発

第

一

五

と

は

も

よ

り

の

駅

に

お

問

い

合

わ

せ

く

一

l

i

l

-

-

麟

楢

盟

'

鵬

麟

隣

闘

齢

竺

診

断

指

導

に

一

す

。

一

、

f
p
i
u
i

、

一

長

(

産

養

一

塁

係

長

)

工

事

一

だ

さ

い

0
5
5

一

広

報

の

し

お

り

鱒

闘

髄

掴

踊

圃

聞

醐

長

二

-
-
1
f
E
Fでは
よ

」

空

う

な

夏

喜

一

人

事

異

載

発

令

一

三

郎

マ

量

一

課

開

発

第

一

一

重

(

一

一

震

と

美

容

闘
機
織
幽
圃
眠
震
輯
輔
自
圃
圃
圏
圃
開
脳
市
一
直
可
ヨ
J

医

一

一

，

-

-

i

-

4

一

l

i

-

-

，

一

文

書

謀

文

書

広

報

係

長

)

堀

口

繁

マ

産

一

一

勝

機

闇

園

鶴

翻

麟

翻

輔

瞳

掴

掴

上

ι
一

E
-
F
E

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
首

iら
八

一

一

一

夏

休

み

の

一

い

ま

が

一

番

暑

い

さ

か

り

で

す

。

も

闘
機
闇
園
鶴
麟
轍
鞠
灘
髄
輔
盟
竺
毎
週
愛
育
ホ
|
ム
開
く
一
旦
一
一
土
日
ま
る
一
万
月
間
汐
の
一
市
で
は
ム
「
般
の
機
構
改
革
に
と
も
な
一
重
マ
税
務
課
市
民
税
係
長
(
公
民
館
業
第
一
一
課
国
土
調
査
孫
長
事
務
商
廿
門
員
一
一
う
こ
れ
以
上
の
暑
さ
は
一
年
中
昧
あ
え

錦
繍
圃
胴
幽
麗
醗
酪
麟
臨
調
一
一
方
法
で
交
通
事
故
事
(
注
意
報
)
制
一
ぃ
、
画
一
干
一
日
付
で
職
員
の
異
動
一
霊
)
喜
孝
マ
税
務
課
庶
務
係
長
(
一
(
農
業
委
員
会
農
地
係
長
)
石
河
美
明
一
冬
り
一
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
案
外
こ
の
暑
い
と

盤語圏需品一時間中弔問一一一一一一一一一一時打一時一龍一一一一一一一一臨時一昨耕一首相官

ssssssssssssssssssssssssssss
一
重
マ
開
発
部
長
(
会
課
長
)
自
一
菊
地
久
マ
霊
事
務
震
設
雲
事
務
一
委
譲
重
重
量
襲
撃
す
の
程
度
ま
で
う
ま
く
い
っ
ち
ょ
一
宵

pi--に
は

一

男

マ

人

事

課

長

(

教

委

総

務

課

長

)

高

一

一

一

う

力

。

宿

題

や

勉

強

の

進

み

ぐ

あ

い

、

一

い

で

し

ま

っ

た

り

、

寝

間

着

の

前

が

は

一

専

門

員

(

選

挙

管

理

委

員

会

書

記

長

)

正

月

健

一

一

一

柳
芳
久
マ
総
務
課
長
(
税
務
課
長
)
滝
一

1
1
I
l
l
i
-
-
l
i
1
1
1
1
1
1
i
1

一
海
や
山
の
思
い
出
な
ど
.
反
省
を
ふ
く
字
仔
た
り
し
て
冷
え
こ
む
こ
と
が
多
い

野

茂

マ

企

岡

室

妄

心

得

(

商

工

観

光

謀

一

一

め

た

し

め

〈

く

り

を

:

。

残

り

少

な

い

一

ょ

う

で

す

。

子

供

さ

ん

に

は

や

は

り

両

需

佐

)

吉

田

高

マ

税

務

課

長

(

水

一

留

守

家

庭

に

一

夏

休

み

を

お

し

い

よ

っ

な

、

も

て

あ

ま

耳

裂

を

つ

け

て

あ

げ

る

ほ

か

あ

り

ま

道

謀

長

)

奉

冗

正

男

マ

水

道

一

課

長

(

文

一

一

す

よ

う

な

、

お

ち

つ

か

な

い

こ

の

ご

ろ

一

せ

ん

。

緩

ま

き

を

い

や

が

る

お

子

さ

ん

書

課

長

毒

菌

室

良

マ

大

測

量

一

児

童

ホ

l
ム

を

開

設

す

。

乙

の

へ

ん

で

早

寝

、

早

起

き

な

一

向

γ
齢
れ
駄
目
幻
詫

苑

支

配

人

(

商

工

観

光

謀

長

兼

務

)

今

一

予

薪

学

期

の

刀

ハ

l
A
Y
ル
を
し
て
み
て
一

一

-

一

通

一

げ

て

、

寝

る

と

き

は

必

ず

さ

せ

る

習

慣

主
行
マ
教
委
総
務
課
長
(
大
洲
臥
竜
一
最
近
社
会
の
進
展
や
経
済
の
高
度
成
一
め
に
と
、
喜
多
小
学
校
の
児
童
を
対
象
一
は
い
カ

γで
し
ょ
う
か
。
一
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

苑
玄
配
人
)
菊
地
可
安
マ
会
計
課
長
補
一
塁
守
に
よ
り
、
共
稼
ぎ
あ
る
い
は
出
稼
一
と
し
、
肱
北
地
区
の
皆
さ
ん
の
C
協
力
一
ど
乙
の
家
庭
で
も
、
夏
休
み
も
あ
と
一
女
性
の
素
足
が
一
季
つ
つ
く
し
ぞ
見

佐
(
会
計
課
会
計
係
長
)
泉
覚
弥
マ
福
一
ぎ
の
家
庭
が
ふ
え
つ
つ
あ
る
現
状
で
す
一
を
得
、
中
村
総
社
宮
で
七
月
か
ら
十
二
十
日
と
か
一
週
間
と
か
に
な
る
と
あ
れ
一
え
る
季
節
で
す
。
久
米
の
仙
人
の
話
で

祉
事
務
所
次
長
(
教
委
総
務
課
長
補
佐
一
こ
の
た
め
留
守
家
庭
児
童
私
増
加
し
、
一
月
ま
で
生
活
指
導
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
一
も
や
っ
て
な
い
、
乙
れ
も
残
っ
て
い
る
一
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夏
は
ゆ
か
た
を
短

)
東
定
一
郎
マ
商
工
観
光
謀
長
補
佐
(
一
青
少
年
の
健
全
育
向
上
穴
き
な
謀
題
と
一
す
。
一
な
ど
と
両
親
や
兄
姉
た
ち
が
動
員
さ
れ
一
か
め
に
着
こ
ん
で
、
素
足
の
美
し
さ
を

福
祉
事
務
所
次
席
)
柏
原
茂
マ
大
洲
学
一
な
っ
て
い
ま
す
。
一
世
話
役
は
宮
岡
真
霞
、
松
野
野
生
江
一
て
お
手
伝
い
を
す
る
風
景
が
み
ら
れ
ま
一
引
き
立
た
せ
る
に
は
も
っ
て
こ
い
の
季

園
長
補
佐
(
会
計
課
長
補
佐
)
酒
井
武
一
市
教
育
委
員
会
選
、

ζ
う
し
李
盲
目
ユ
キ
エ
さ
ん
で
す
。
一
す
。
そ
の
た
め
、
夏
休
み
の
後
半
に
な
一
節
で
し
ょ
う
。
し
か
し
か
か
と
が
か
た

一

一

一

一

く

な

っ

て

、

ひ

び

割

れ

た

ス

ジ

自

に

よ

吉
マ
教
委
総
務
課
長
補
佐
(
教
委
総
務
一
供
だ
ち
を
母
親
や
家
庭
に
か
わ
り
、
で
一
更
に
実
の
あ
る
児
童
ホ
l
ム
を
運
営
一
る
と
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
に
な
る
子
供
さ
ん
一

一

一

一

一

色

れ

が

た

ま

っ

て

い

て

は

興

ざ

め

で

す

課
管
理
係
長
)
吉
川
徳
行
マ
教
委
教
育
一
き
る
だ
け
家
庭
的
な
零
囲
気
の
中
で
、

τて
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
妻
拒
否
え
で
て
く
る
と
い
う
乙
と
で
す
が
、
一

一

一

一

一

お

ふ

ろ

の

と

き

は

、

蛍

3
軽
石
を
使
つ

課
長
補
佐
(
保
審
生
課
保
険
係
長
)
一
心
身
と
も
に
健
全
で
社
会
夜
景
か
な
児
一
か
い
豆
議
、
。
協
力
を
お
願
い
し
ま
一
せ
め
て
夏
床
み
が
あ
と
一
語
ぐ
ら
い
一
て
や
わ
ら
か
く
し
て
、
顔
に
つ
け
る
ク

井
上
雇
勝
マ
企
画
室
企
画
広
報
係
長
(
一
童
に
育
て
る
た
め
に
、
ま
た
両
親
が
安
一
す
。
と
い
う
と
き
ま
で
に
は
、
勉
強
や
丁
作
一
刀
1
ム
を
た
ま
に
は
足
に
わ
け
で
や
る

産
業
第
一
課
開
発
第
二
係
長
)
大
藤
富
一
心
し
て
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
戸
と
た
な
ど
の
目
標
学
あ
ら
か
た
終
ら
せ
る
よ
一
心
が
け
が
大
切
で
す
。

昭和 44年 8月 20日

よい風習を育て、住みよい環境をつくる

O公衆道徳をたかめ、人の迷惑にならないようにする

O交通規則を守り事故をおときないようにする。

。老人や子供、またからだの不自由な人をいたわる。

(大洲市民憲章)

2期

苑
υ

五

十
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市県民税

達
開

館

三

周

年

臥
ニ，-.2，-
屯

の

;・:・今泉の:総手話:;

全
国
消
費
実
態
調
査

第 162号

市の人口 (8月1日)

人口 39，439人
男 18，705人女 20，734人

世帯数 10，238世帯

面積 240.93平方キロヌートル

発行大洲 市役所

編集 企画室

総
理
府
統
計
局
で
は
、
九
月
か
ら
三
一
対
象
は
消
費
生
活
を
営
む
世
帯
(
農

カ
月
間
全
国
消
費
実
態
調
査
を
実
施
い
一
林
・
漁
業
伊
除
〈
)
で
、
調
査
世
帯
に

た
し
ま
す
。
一
は
、
家
計
簿
を
つ
け
て
も
ら
い
家
計
上

県
下
で
は
十
一
市
と
五
町
の
約
八
千
一
の
収
入
、
支
出
生
活
用
品
の
購
入
先
、

世
帯
が
調
査
の
対
象
と
な
り
、
大
洲
市
一
貯
蓄
、
借
り
入
れ
金
、
年
間
収
入
、
耐

に
お
い
て
も
一
一
ブ
丸
、
鉄
砲
町
と
八
多
一
久
消
費
財
の
所
有
状
況
な
ど
を
た
ず
ね

事
町
の
一
部
が
調
査
の
対
象
と
な
っ
て
一
国
民
の
く
ら
し
む
き
伊
さ
ま
ざ
ま
な
角

お
り
ま
す
?
一
度
か
ら
と
ら
え
る
調
査
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
調
査
は
「
家
計
セ
ン
サ
ス
」
と
一
調
査
員
が
本
調
査
に
つ
い
て
調
杏
夜

い
わ
れ
園
民
の
消
費
住
活
の
実
態
を
詳
一
頼
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

細
に
知
る
こ
と
を
目
的
に
昭
和
三
十
四
一
そ
の
際
は
、
こ
の
主
回
目
を
C
理
解
い
た

年
以
降
五
年
。
と
に
行
な
わ
れ
る
も
の
一
だ
き
一
是
非
と
も
全
国
消
費
実
態
調
査
に

で
乙
と
し
は
第
三
回
目
に
な
り
ま
す
。
一
色
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す

大
洲
市
で
も
約
三

O
世
帯
を
対
象
に

国民の家計生活をこくめい

にとらえ，日本の経済の発

展 や国民生活の向上に重要

な基礎資料を提供する調査

です。ご協力ください。

昭和44年

全国消費実態調査
総理府統計局

(1) 

、

教
育
課



大洲市の財政
況 I~~_J 予算額

(歳

山執行額(単位千円〉

出)

一般会計(歳出)

f 民会館

オ産の状況
昭和44年3月31日現在

主一|金額

339.363m 

i3骨.500

1平 147

-$.279 

102-.624 

41.703 

62.733.700円

27.884.300 

475.500 

56.800 

947.925.100 

187.833.500 

。円

1 .489.665 
5.285.000 
14.736.990 
21.516.550 

別予算執行状況

繰出 ?，114，000円0.16%

新谷小学校 校 舎

、件費
333，854，254円
25.81% 

。人口。世帯数

。面積

3 9. 3 9 9人

1 O. 1 1 1 

2 4 O. 9 3 km2 

(44.3.31現在)

特別会計

一一一国民健康保険 一一一農業共済一一一l
予算現額

収入済額

支出済額

差引

予算現額

収入済額

支出済額

差引

226.975.000円

223.430.544 

215.621 .791 

7.858.753 

39.218.000円

29.919.398 

26.472.135 

3.447.263 

一一一国保診療所 ブルドーザ一一一一一

額

額

額

引

現

済

済

算

入

出

予

収

支

差

27.789.000円

7.503.188 

26.989.465 

ム 19.486.277

予算現額

収入済額

支出済額

差引

10.827.000円

12.942.631 

9.878.983 

3.063.648 

一一一簡易水道一一 玄
固と 場一一一

予算現額

収入済額

支出済額

14.279.000円

8.463.281 

14.003.145 

予算現額

収入済額

支出済額

差 51

649.000円

525..845 

542.396 

ム 16.551差 引ム 5.539.864

事業 ..0.. 
ヨ:s:計の状況

水道事業会計 国民宿舎事業会計

|山水戸数 3.569戸 (1)客室数 21 

ト) (2)給配水量 1.018.847d
イ個 室 20 
ロ大広間

事| うち有収水量 826.218d ノ¥会 堂

ニ公衆浴場

I :巾の規模
1 病床数 170床(一般 130

1 床結核 40床)

診療科内科・外科・整形

| 外科・産婦人科

眼科(休診中)皮

ふひ尿器科・耳鼻

いんこう科(休診

中)理学診療科

職員数回人医師 7看

護婦 42医療技術

員 6事務職員12
その他 16

病院事業会計

業

(3)主な建設改良

国県道舗装に伴う本

管布設替 2.105m 
(2)利用者数

イ宿泊利用者

ロ休憩利用者

ハ入浴利用者

112・186 I 

10.938 

23.845 

80.240 

の|
! (4)職員数

; 課長

概 ! 業務係

工務係

名

名

名

E
『

t

内

4

・v
a
n守 3)職 員 数 22 I (2)診療成績 (43年度)

イ市 職 2 1 i 寸ー。1.1 J.jtJXj L 外、来卜F入院

ロ観光開発職員 20 犠 | 被 犠 | 繍 収 入

I 1l司孟議153.~1127.099.~

L項 目|金額|項 目 J~ー竺 1 :項 目|竺一一竺

同〕総収益 1 25.600.037U総収益 1 34.552.512UI医業収益1179.515.081

n営業費用122.894.4841!A1営業収益 34.359.74411叶2医業外収益 17.840.521

経 i益!営業外費用1 2.705.5531益|営業外収益 192.768門 lit I~竺企叩
町総費用 I 20・285.9581刊総費用 1 35・287・163断11医業費用1173.033.584 

算|営業費用i14.983.8721算|営業費用130.990.572国2医号外費用1~~.366.5?! 

白書|営業外費用I 5.302.086国営業外費用I 4.296.591国訂二一日7日竺止竺l

』竺開型型竺坐0791J当年度純損失 7正~IJ墜量刑jS1 !?55・4空
の資資本的収川 01資!資本的収入 01 期間外収益 111・750.299

本|資本的支出 1 5.167・3651査|資本的支出 1・328.6451 "，，""'="" " ， 1 '0 nM  nM  I ~""-'H .J__I-L-I I v.IVI....v...1的I--"'"I..........I--LJ.-X..J....L-l i l' .JLV' u"t ... ，，! 仏又丹左り11 13.705.796 
状 I~I 建設改良.1 3.459.2881収|建設改良費 1 20300oh- 」 一

!企業債償還到 1.708州支|企業債償還金( |l25仰資l資本的収入! 附 701
1 -'--1 _ __  -'-一一一一一ー一川他会計
i 本| 出資金等

u資本的支出 I18.544.884 
「つ|建設改良費 592.000
牧(企業債償還金I10.952.884 

把平常望日型型
差引不足額 I17.695. 183 

要

849.701 
況



昭和43年度公表の'情財政事

大洲市財政事情の作成および公表に関する条例により昭和43

一般会計予算執行状;年度における財政の状況を、次のとおり公表します。

入)(歳
士
口清上

昭和 44年 7月 28日

村大洲市長

所育保j尺相P

一般会計(歳入〉

自動車取得税交付金0.67%
l繰 入金 0.53%
l娯細菌設利用税交1.J'金0.07%
E交通安全対策特別交付金D.04%

市

市有働

別

地

林

畑

地

物

木
種

宅

山

田

雑

建

立

洲

種

公営住宅和田団地

大

状

一
般
会
計
分

況
昭和44年3月31日現在

!世帯当り顎 '-1人当り額

9.364円

2.257 

3.479 

15.100 

36.489円

8.794 

13目555

58.838 

の

高

368.941.309円

88.915.3n 

137.057.169 

594.913.876 

費

債

債

現

ノ・1
A 
債

|算金 l

l
a

，A斗

1
1
L
u

f

h

u

n

Jん

q
ぺ
U

E

B

E

ー

省

先

他

計

期

入

蔵

政

の

長

借

大

郵

そ

ィ

(1) 

6.143 

394 

3.639 

10.176 

23.939 

|目536

14.178 

39.653 

242.043.735 

15.530.381 

143.354.230 

400.928.346 

ぺ
4
i
v
q
ペ
J
u
r
h
u
-
-
E

'E』

n
，ι

省

省

他

十
===一同

蔵

政

の

大

郵

そ

・

4

特
別
会
計
分

!( 

995.842.222 
財政調整基金

減債基金

その他特定目的基金

出資金

計

金

一般会計性質J

額

。円

市税と住民負担の状況
l一世帯当り21円
l人当り 5円

入湯税 213，980円0.11%

金先入

府 資

の

イ昔

政

そ

寸

計A、
ι』

時(2) 

分

財政調整基金

区

大洲小学校校舎

市民税
76，353，828円

37.79% 
l 世帯当り 7，552円
l人当り 1，938PJ
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一
十
番
地
の
二
(
明
治
乳
業
前
)
に
五
一

益
子
一
盲
五
十
メ
ー
ト
ル
の
区
間
、
一

大
洲
市
若
宮
四
百
六
十
九
番
地
(
東
定
一

衛
氏
方
前
)
か
ら
同
市
哲
官
士
ニ
番
地
↑

(
放
戸
忠
幸
氏
方
前
)
に
至
る
千
百
五
一

日

十

メ

ト

ル

の

民

間

、

自

動

二

輪

車

以

口

一

外

の

自

動

車

は

駐

申

ー

で

き

ま

せ

ん

。

た

2

県
公
安
芸
員
会
で
は
、
大
州
市
内
の
一
皆
さ
ん
は
、
道
路
標
識
を
よ
く
見
て
一
駐
車
禁
止
の
場
所

一

だ

し

こ

れ

ま

二

zu

、ら一

3

葉

在

の

一

場

所

を

次

の

通

り

客

一

層

一

洲

市

中

村

市

五

百

7

i

一

一

一

ま

で

で

す

ι一
八

月

百

か

主

脱

し

て

い

ま

す

。

子
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芙

州

東

映

前

)

か

ら

向

市

若

宮

千

四

百

-

年
一

λ
斗

一
れ
一

昭
一

議

主

加

藤

家

歴

十

四

幅

所

有

者

大

洲

西

山

根

龍

護

山

富

渓

院

(
昭
和

ω年
|
月

i
目
指
定
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第 16 2号

漣
護
山
は
旧
大
川
山
一
時
間
主
加
藤
家
の

サ
一
円
提
寺
で
、
藩
主
代
々
の
間
像
が
大

切
に
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

画
像
は
始
祖
光
式
市
、
大
洲
城
主
第

一
代
貞
泰
、
二
代
泰
興
、
泰
議
、
三

代
泰
恒
。
凹
代
泰
一
刷
、
五
代
泰
温
、

六
代
京
市
河
川
、
七
代
一
議
武
、
八
代
泰

行
、
九
代
泰
候
、
十
代
務
済
、
十
一

代
泰
幹
、
十
二
代
泰
祉
公
与
の
十
四

幅
で
す
。

こ
れ
ら
困
像
は
そ
れ
ぞ
れ
の
む
年

忌
や
、
一
句
年
夏
の
御
施
餓
鬼
に
は
掲

げ
て
保
養
さ
れ
て
い
ま
す
。

写
真
の
無
い
時
代
に
は
故
人
を
敬

龍
護
山
に
保
存
さ
れ
る
大
洲

泰
正
加
藤
泰
興
公
画
像

…
川
河
川
す
る
よ
す
が
と
し
て
、
画
工
に
肖

像
悶
伊
拍
か
せ
ま
し
た
。
十
四
隔
の

阿
保
は
賛
記
そ
の
他
か
ら
み
て
、
多

く
は
没
後
一
周
忌
内
に
市
か
れ
た
も

の
で
し
ょ
う

国
技
に
巧
み
で
あ
っ
た
泰
術
会
が

模
写
し
た
光
泰
像
の
他
は
、
い
ず
れ

も
筆
者
は
不
明
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

当
時
の
狩
野
派
の
絵
師
の
手
に
な
っ

た
も
の
と
恩
わ
れ
ま
す
。

絵
の
形
式
手
法
は
、
類
型
的
な
も

の
で
、
殆
ど
が
閣
面
の
長
さ
一
米
強

幅
四
五
組
程
で
、
縦
長
の
画
面
の

下
万
に
青
い
上
畳
の
上
に
勾
衣
浄
蕎

り
、
盛
装
し
た
京
間
姿
で
、
定
紋
付

の
太
刀
を
阿
川
ぎ
、
斜
有
向
の
顔
は
似

絵
風
に
よ
く
判
長
を
描
き
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
加
藤
家
定
紋
打
出
し

浜
口
は
え
モ
ル
九

凶
祉
な
が
ら
正
仰
に

ま
わ
し
ヨ
し
よ
う

郵
便
番
号
を
喜
き
ま
し
ょ
う
。

郵
便
番
す
は
住
所
の
一
部
で
す

Q

が刊

大

郵

便

の
別
製
真
諭
刷
、
布
1
1
の
掛
納
仕
立

で
す
。大

山
川
の
文
化
特
に
部
政
期
の
政
治

経
済
、
産
業
、
学
問
は
す
べ
て
藩
主

を
中
心
と
し
て
発
展
し
た
も
の
で
、

龍
護
山
が
歴
代
部
主
の
一
回
像
を
保
官

さ
れ
て
い
あ
事
は
大
変
な
努
力
で
、

隠
史
的
に
も
、
絵
画
史
の
上
か
ら

も
、
ま
た
、
奨
術
作
品
と
し
て
も
偽

情
の
高
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

図
に
示
し
た
泰
興
阿
像
は
闘
と
仰

い
だ
盤
珪
国
師
の
一
賛
が
お
り
¥
こ
の

幅
の
価
値
を
高
い
も
の
に
し
て
い
ま

す
。
勇
猛
果
断
、
武
を
重
ん
じ
、
人

心
を
収
撹
し
た
英
傑
の
閉
影
が
感
じ

取
ら
れ
ま
す
。

(
市
教
育
委
員
会
)

局

図
書
課
内

i

創
造
へ
の
飛
躍
(
湯
川
秀
樹
)

偏
見
の
心
理
(
オ
ル
ボ
I
ト
)

日
本
農
民
第
三
階
級
一
前
(
飯
沼
太
市

山

参

道

(

真

船

登

)

田

中

澄

江

由

主

(

田

中

喜

一

結
婚
礼
式
の
す
べ
て
(
久
富
雅
)
…

全
国
公
共
図
書
館
研
究
室
~
ム
ロ
報
告
書
…

位
界
の
文
豪
童
話
シ
リ
J
lズ
日
比
一

日

で

見

る

交

通

安

全

大

鑑

…

た
の
し
い
切
手
(
佐
々
木
元
勝
)
…

柔
道
に
強
く
な
る
(
隈
耐
敏
郎
)
一

人
相
。
手
相
の
神
秘
(
油
谷
明
円
安
)
一

十
二
支
e

九
星
の
神
秘
(

H

)

一

位
。
引
の
神
秘

(

M

)

一

強

い

子

心

と

ι悼
の
栄
養
学
一

き
ょ
う
の
お
は
な
し
な
あ
に
…

↑
百
@
夏
o

秋
・
冬
(
岡
本
)
…

小
泉
信
三
全
集
第
二
十
六
番
…

日
本
詩
人
全
集
(
水
原
歌
桜
子
)
一

ド
ラ
イ
ブ
一
フ
ケ
l

(
ヤ
ス
ダ
)
…

萎
と
女
の
間
(
下
)
(
知
戸
内
)
一

向

笛

品

(

水

占

)

~

原
色
日
本
の
美
術
は
宗
達
と
光
淋
一

中
道
を
ゆ
く
(
山
田
無
文
)
一

筏
一
昨
に
帰
る
(
橋
本
凝
胤
)
一

割
学
歳
時
記
(
山
口
雅
弘
)
一

幕

末

百

話

(

篠

田

鉱

造

)

一

わ
た
し
の
古
典
(
日
本
放
送
協
会
一

国
際
電
気
通
信
業
務
便
覧
1
1
3

一

世
界
の
文
化
史
蹟
日
ピ
ザ
ン
テ
イ
ン
…

の

世

界

(

柳

宗

玄

)

一

日
本
庶
民
生
活
史
制
定
成
第
四
巻
一

位
界
の
名
作
図
書
館
(
西
郷
竹
彦
)
…

坂
の
上
の
雲
一
(
司
馬
澄
太
郎
)
一

阿
片
戦
争
上
(
隙
舜
百
)
一

な
が
い
坂
一
(
山
本
周
五
郎
)
一

日
本
文
学
全
集
訂
(
林
芙
美
子
)
一

燃
え
る
寓
土
(
古
川
英
治
)
一

内

海

の

輪

(

松

本

清

張

)

~

火
の
国
特
急
へ
島
田
一
男
)
引

維
新
の
旗
風
(
早
乙
女
貢
)
一

都

密

(

早

乙

女

勝

元

)

一

眠
狂
四
郎
殺
法
川
(
柴
田
錬
三
郎
)
一

風
の
か
た
み
(
福
永
武
彦
)
↑

約
束
さ
れ
た
世
界
(
石
川
達
三
)
い

鎖
の
つ
い
た
椅
子
(
石
原
値
い
太
郎
)
…

ミ
ス
テ
リ
ー
の
系
議
(
松
本
清
張
)
一

て
ん
ぐ
の
た
い
こ
(
江
間
章
子
)
…

犬
の
あ
し
あ
と
(
石
森
延
男
)
一

か
っ
ぱ
の
い
た
ず
ら
(
久
保
喬
)
…

ち
ゃ
つ
く
り
が
き
(
山
本
和
夫
)

名
犬
e

白
い
キ
パ
(
ロ
ン
ド
ン
)

赤
シ
ャ
ツ
少
年
団
(
モ
ル
ナ
1
ル
)


